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（目的）ヒト抗体医薬の検出、精製に応用可能なヒト抗体の Fc に特異的に結合す
るペプチドを単離、デザインする。 
（方法および結果）T7 ファージディスプレイシステムを利用して構築した分子内
架橋構造をもつランダムペプチドライブラリから、ヒト抗体に対する特異的なペ
プチドを提示するファージを、バイオパニング法によって単離した。得られたペ
プチドファージは、ヒト IgG に特異的に結合し、ヒト IgM、IgA、IgE、やマウスの
IgG には結合しなかった。提示するペプチドのシークエンスには、明らかに相同性
の高いモチーフが見られ、モチーフを元に合成したペプチドは、その結合特異性
を維持していた。このペプチドを結合させたセンサーチップを用い、表面プラズ
モン共鳴による結合の速度論的な解析を行ったところ、ペプチドと抗体 Fc との結
合は、Kd 値で数 nM の結合力を持つことがわかった。これらのペプチドの応用とし
て、これらのペプチドを固定化したマグネットビーズによるヒト抗体の精製を行
ったところ、市販されているヒト IgG 抗体や抗体医薬の溶液からは精製を行うこ
とができたが、血清中からの抗体を精製することはできなかった。 
（考察）血清からヒト抗体の精製ができなかった理由として、これらのペプチド
が、通常のコンフォメーションを持つヒト抗体を認識するのではなく、酸性によ
って誘導される特殊なコンフォメーションを認識していることが、別に単離した
通常のコンフォメーションを認識するペプチドとの比較から示された。このよう
な特殊な抗体の分子種は、未だ報告されたことがないが、プロテイン A カラムな
どによる抗体の精製過程で生じるものと考えられる。我々のペプチドは、このよ
うな分子種を効率的に検出、除去するのに非常に有用である。 


